






































 評価シート（指定期間を通じた評価） 

    名古屋市港文化小劇場における指定管理者の管理運営実績 

１ 基本情報               ＜所管局：観光文化交流局＞ 

指定管理者 公益財団法人名古屋市文化振興事業団 

主な業務内容 名古屋市港文化小劇場の管理 

評価対象期間 平成28年 4月～令和4年3月 指定管理期間 平成28年 4月～令和5年3月

２ 管理運営状況（評価結果の推移）

評価項目 評価区分 特記事項 
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１基本事項

(1)平等利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(2)開館の実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(3)情報管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(4)職員体制 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(5)法令等の遵守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
(6)事故･災害等への

対策･対応
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２維持管理            
(1)建物･設備の保守

点検
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(2)警備業務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(3)清掃業務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(4)備品の管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３サービス           ・計画を大きく上回る訪問活動を実施

し、協賛企業の新規獲得に繋げた(28) 

・平日、土日ともに計画値を大きく上

回る利用率を達成(29) 

・ホール利用率が対前年度比 9.2 ﾎﾟｲﾝﾄ

増(29) 

・区内全小学校や近隣集合住宅へチラ

シを配布する等のＰＲを実施(30)

(1)利用実績 ○ ◎ ○ ○ ― ― 

(2)事業実施状況 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

(3)広報･ＰＲの実

施 
○ ○ ◎ ○ ○ ○ 

(4)接客態度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
(5)苦情･要望の把握･

対応
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(6)利用者満足度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４経費等           

(1)執行状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(2)収支状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(3)再委託 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 



年度ごとの総合評価（所管局のコメント・特記事項等） 

平成 28 

年度 

 施設周辺の企業等への営業活動や定期的な施設利用者に対して案内はが

きを送付する等のアフターフォローに注力し、ホール利用率は目標値を上回

ることができた。 

 また、facebook による情報発信にも力を入れ、ホール及び練習室の様子が

自宅でも閲覧できるよう、360 度ビューイングを作成するなど利用者サービ

スの向上に努めた。 

 施設事業では市民参画と協同の場の創出として、劇場付きの合唱団「みん

なとみなとコーラス」を立ち上げ、子どもから高齢者まで幅広い層が参加す

る世代を超えた交流の場を創出した。 

平成 29 

年度 

定期的な施設利用者への利用申込時期の案内や割引サービスを活用した

練習利用の案内、地元企業への営業活動等により、前年度実績を 9.2 ポイン

ト上回る 85.8％のホール利用率を達成した。 

施設事業では、昨年度発足した小学生から高齢者まで幅広い世代が参加す

る合唱団「みんなとみなとコーラス」の第 1回コンサートを開催し、広く存

在をアピールした。また、夏休みの子どもワークショップ等の子ども向け事

業は、区内小中学校、幼稚園・保育園等に広報依頼に直接出向き、関係者と

顔の見える関係づくりに努め、参加者増加に繋げた。 

平成 30 

年度 

 練習室利用者へのホール練習利用の案内や、中川法人会を通じた地元企業

への営業活動等により、ホール利用率は対計画値比 9.6 ポイント増、対前年

度比 0.6 ポイント増の 86.4％となり、前年度に引き続き高い利用率を達成し

た。 

 主催事業では、チラシを区内全小学校に配布する、近隣集合住宅にポステ

ィングを実施するなどの広報に注力し、集客に結びつけた。また、今回 2回

目となる協賛金を活用した若手アーティストのステップアップ事業は、前年

度に引き続き満席となり、協賛企業からも高い評価を得られ、継続的な支援

に繋がっている。 

令和元 

年度 

地元企業や利用者への利用案内を積極的に行った結果、新型コロナウイル

ス感染症の影響を受ける前の1月末時点での利用率は計画値を3ポイント上

回った。 

主催事業に関しては、区役所や小中学校、ＮＰＯ法人などとの協同実施が

多く、文化芸術と地域社会を結びつける役割を果たしている。特に、地元企

業との連携事業では、初年度から 3年連続で満席となり、来場者からの高い

評価を得て継続的な開催が実現している。出演者である若手アーティストに

対しては報償費を増額し、内容の充実と実演家の育成を図っている。 



令和 2 

年度 

利用を希望する団体からの要望に応じて、新型コロナウイルス感染症対策

に関する相談会を行い、利用者の疑問点や不安を取り除いて安心・安全に利

用できる環境を整えた。 

施設事業では、未就学児とその保護者を対象とした事業の実施にあたり、

保育園や幼稚園で広報したほか、他施設の類似事業でも宣伝を行うなど、対

象を明確化して広報活動を実施したことで、来場者数が前年度と比較して大

幅に増加しており、効果的に事業を実施できている。 

なお、利用実績については、感染症の影響により評価を実施することが困

難であるため、評価しないものとする。 

令和 3 

年度 

 天井落下防止対策工事により、4月から 12 月末までの 9か月間休館であっ

たため、再開館後に向けて、利用受付案内や改修によるリニューアル点等の

情報を DM や SNS 等で発信するとともに、機関紙への掲載協力や協賛の呼び

かけを実施する等、広報活動等に注力した点が評価できる。 

 また、お客様満足度調査で、「とても満足」又は「満足」が、職員の対応

においては 97%、施設等全般においては 100%と高評価となっており、引き続

き利用者目線に立った施設運営を期待したい。 

なお、利用実績については、感染症の影響により評価を実施することが困

難であるため、評価しないものとする。 

３ 利用状況等 

具体的な取組みや成果等 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 2 年度と令和 3年度は計画値に達しな

かったものの、指定期間の前半は、定期的な施設利用者に対する案内や営業活動の強化

により高い水準で利用率を維持した。 

４ 収支状況等 

具体的な取組みや成果等 

 効率的な施設運営に努め、概ね計画通りの収支率を達成した。 

   ５ 利用者の意見や満足度等 

利用者の意見や満足度等の内容・推移 

指定管理者として組織全体で接遇研修を積極的に行い、利用者目線の管理を行うなど

サービス面の強化を図り、利用者満足度調査では概ね「満足」の回答を得た。 



   ６ 総合評価 

所管局のコメント・特記事項等 

地元の企業や区役所、小中学校、ＮＰＯ法人等と連携した事業運営を行い、文化芸術

と地域社会を結びつける役割を果たしている。 

利用者目線に立った施設運営が、目標値を上回る利用率や高い利用者満足度といった

結果につながっていると考えられる。








































